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概要 

本研究開発は、多言語音声翻訳システムを活用し、高齢者、障碍者、非日本語話者を含む誰もが使いやすい多言語音声翻

訳サービスを実現するための最適な UI/UX を開発するものである。 

それにより、日本を訪れる外国人と接遇する全ての日本人との間で「言葉の壁」を感じることなく、自由に交流できるよ

うにすることを目的とする。 

また、実証実験を通じて UI/UX の改善を繰り返し実施することで、利用者アンケートにおける「アプリの利用を他人に

勧めたい」との回答及び「アプリの利用満足度」8割以上を達成した。 

 

なお、研究開発体制については、下記図のとおり、株式会社リクルートライフスタイル、株式会社リクルートコミュニケ

ーションズ、株式会社 ATR-Trek の三社にて協働して行った。実証実験用のアプリケーション（以下アプリ）を株式会社

リクルートライフスタイルが開発し、そのアプリを利用した実証実験を株式会社リクルートコミュニケーションズが運営

し、そこで集めた利用者の声を株式会社リクルートライフスタイルおよび株式会社 ATR-Trek が活用して、アプリケーシ

ョンの利便性および性能の向上施策を、実験期間中継続して取り組んだ。また、実証実験の場は年度ごとに公募にて決定

し、3年間で 15か所の地域が参加した。 

 

＜図＞ 
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１．まえがき 
総務省は、世界の「言葉の壁」をなくし、グローバルで自

由な交流を実現するため、「グローバルコミュニケーショ

ン計画」を策定し、国立研究開発法人情報通信研究機構（以

下、「NICT」という。）が開発した多言語音声翻訳システ

ムの高度化を進め、2020 年までに広く社会実装するべく

取り組んでいるところである。 

本件はその一環として、社会実装するにあたって必要とな

るユーザーインターフェイス（以下 UI）等を開発すると

ともに、それを全国の複数地域において様々な場面で使用

してもらう利活用実証を実施することにより、あらゆる人

にとって使いやすい多言語音声翻訳システムの実現を目

指すものである。 

 

２．研究開発内容及び成果 
■２－１：実証実験用アプリの開発およびアップデート 

実証実験用に、訪日外国人客の接客に特化した多言語音声

翻訳アプリ「VoiceTra.R」（以下アプリ）の開発を行った。 

 
また、利用者の声を元に、アプリの UI 改善のための機能

追加等アップデートを実施完了した（平成 27 年度１回、

平成 28年度 4 回、平成 29年度 4回）。 

 

■２－２：利用者アンケートによる評価 

平成 29 年度には、実証実験を通した利用者アンケートに

おける「アプリの利用を他人に勧めたい」との回答は

81.0%、「アプリの利用満足度」は 87.5%に達した。なお、

この結果は、一定回数（5 回以上）アプリを試用した利用

者のアンケート結果より抽出している。アプリの実際の利

用回数が極端に少ない場合、利用した状況の一時的な外部

要因（例：一時的に騒音が大きく集音がうまくできなかっ

たなど）に大きく左右されてしまうため、複数回利用者ベ

ースで集計した。また、この結果は年度内に 4 回行った利

用者アンケートの 4回目における結果である。 

この成果の達成に向けて、実施した施策内容は下記の通り。 

 

・調査の実施 

平成 29 年度には、利用者の外国人対応における課題、ア

プリ利用状況、アプリの課題と、業種ごとシーンごとに求

められる翻訳精度等について、仮設策定の上、調査にて検

証を行った。 

アプリの利用満足度向上ひいては多言語音声翻訳システ

ムの社会普及を目指すうえで、過年度の実証実験でも翻訳

精度がネックとなっていたため、今年度は“利用者目線で

のあるべき精度とは何か”ということを追求した点が、今

年度の新しい試みとなった（下表内 No.5）。多言語音声翻

訳システムの重要な性能指標である翻訳精度（＝翻訳の正

確さと読みやすさ）について、利用者は現実的にどれほど

の精度であれば許容できるのか（＝利用に値する翻訳精度

なのか）を明らかにした。 

結果、今まで翻訳精度は「SAB 率」（主観評価による

SABCD 評価の結果、全テスト文のうちの SAB 評価結果

の含有率）で測っていたが、利用者の 6 割以上が B 以下

の評価の翻訳結果文を許容しない（SA 評価の翻訳結果文

の「利用意向」は 8 割以上だが、B以下の評価になると 4
割以下に落ちる）ことがわかった。利用者が求める翻訳品

質は、機械翻訳の研究において求められてきた一般的な品

質よりも高く、多言語音声翻訳システムの利活用の推進の

ためには、今後は「SAB 率」ではなく「SA 率」を指標す

るべきではないかという示唆を得られる結果となった。 

なお、到達目標指標である「アプリの利用を他人に勧めた

い」「アプリの利用満足度」の測定は、下表内 No.2 の利

用者アンケートにて行った。 

 
 

■２－３：地域独自の対訳コーパスの作成 

平成 29 年度は、約 138 万文字の対訳コーパスを作成した。

実証地域の要望を取りまとめながら日本語でコーパス収

集を行い、収集したコーパスは、日本語から英語、中国語

（簡体字／繁体字）、韓国語への翻訳をした。詳細は下表

のとおりである。 

 
＜平成 29 年度成果の例＞ 
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３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

多言語音声翻訳システムの社会普及に向けて、本研究開発

から派生して、株式会社リクルートライフスタイルおよび

株式会社リクルートコミュニケーションズでは、サービス

の商品化・事業化に向けたプロジェクトを立ち上げ、推進

した。株式会社リクルートライフスタイルの顧客である飲

食店等を巻き込んだ実証実験や調査等を本研究開発と並

行して実施し、サービスを商用化するために必要な機能性

能の定義を進め、商品化の準備を行ってきた。 

今後の波及効果としては、リクルートグループが日本全国

に持つ顧客接点を活用することで、より広い範囲での効果

的な普及ができる可能性がある。さらに、全国に導入した

サービスを「顧客に使ってもらえるサービス」とするため、

当グループの持つサービスのアクティベーションのノウ

ハウを活かすことができる見込みが考えられる。また、多

言語音声翻訳システムの利活用が進むことにより、良質な

発話データをコーパスとして活用できる可能性があり、そ

の点も波及効果のひとつとして言及する。 

 

４．むすび 
訪日外国人客に「来てよかった」「また来たい」と思って

もらえる日本になるために、外国人客とのあらゆる接点に

おける“おもてなし”は非常に重要であると考える。 

本研究開発において、アプリの UI を改善しあらゆる人に

とって使いやすいものにするという目標に対し、使いやす

い UI の完成という成果は得られたが、今後これを普及さ

せ、多くの人に使ってもらうことが肝要である。 

多言語音声翻訳システムは、人を助けるツールであり、そ

れはまた、人の気持ちや姿勢に前向きな影響を及ぼすもの

である。2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開

催まで既に 2 年を切っているが、本研究開発の成果を活か

して開発されるツールは、より良いおもてなしの実現に欠

かせないものとなると考えている。 

おもてなしの実現に向けて、このツールをより多くの人に

使ってもらうため、力を入れて普及に取り組んでいきたい。 
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【本研究開発課題を掲載したホームページ】 

 

http://www.recruit-lifestyle.co.jp/news/pressreleas

e/business/nw11755_20151007、「総務省の平成 27 年度 情

報通信技術の研究開発（多言語音声翻訳の利活用に関する

開発・実証）をリクルートライフスタイル・リクルートコ

ミュニケーションズ・ATR-Trek が受託」 

http://www.recruit-lifestyle.co.jp/news/pressrelease/business/nw11755_20151007
http://www.recruit-lifestyle.co.jp/news/pressrelease/business/nw11755_20151007
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